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１．復興事業の進捗状況 
○土地区画整理事業 
 事業面積：77,000㎡ 
 進捗状況：換地設計・用地買収 
 公共施設の土地買取：約７割 
 工事期間 ：Ｈ２６～２８年度 
  

○防集団地②  岩手県交通裏 
 事業規模：防集団地８戸 
      災害公営４戸 
進捗状況：土地の買取調整 
土地の買取：１割 

 建築開始予定：Ｈ２８年度 

○防集団地①  北側斜面 
 事業規模：防集団地１２戸 
      災害公営６戸 
進捗状況：土地の買取調整 
土地の買取：６割 

 建築開始予定：Ｈ２７年度 

○防集団地③  三日月神社裏 
 事業規模：防集団地３１戸 
      災害公営６戸 
進捗状況：土地の買取調整 
土地の買取：３割 

 建築開始予定：Ｈ２７年度 

○防集団地⑥  現東大海洋研裏 
 事業規模：防集団地１９戸 
      災害公営２３戸 
進捗状況：土地の買取調整 
土地の買取：６割 

 建築開始予定：Ｈ２７年度 

○防潮堤（県） 
 高さ：6.4ｍ 長さ：約650ｍ 
事業期間：Ｈ２７～Ｈ２８年度 

○漁港（県） 
 事業内容：護岸の復旧ほか 
事業期間：H２７～Ｈ２８年度 

○公民館 
 進捗状況：設計・用地買収 
 工事期間 
 仮公民館工事 ：Ｈ２7.１～Ｈ27.3 
 公民館解体工事:Ｈ2７.４～ 
 公民館避難ホール工事 
      ：Ｈ2７.１～H28.3 
 開業予定：Ｈ２８年４月 

○東大 
 進捗状況： 
工事期間：Ｈ２７～Ｈ３０年度 

 開業予定：Ｈ３０年 



１３ 

今後のスケジュール ①区画整理 
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下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期

※インフラ工事とは、道路、上下水道、電気、通信などの工事のことです。
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今後のスケジュール ②防集団地 
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２．デザイン会議の概要 

・平成24～25年度にかけて、役員の方を中心メン  
 バーとしたデザイン会議、一般住民を対象とした  
 ワークショップを開催し、ハードのデザインにつ 
 いて協議を進めてきました。 
 
・その成果が、赤浜地域のデザインノートとしてま 
 とまりました。 
 
 ・後半のワークショップのとき詳しく説明します。 



３．既出の意見に対する回答 

Ｑ1．バス停やスクールバスの乗降場は旧赤浜小南側付近と 
   新しい公民館前で良い。 

≪バス停≫ 

≪街灯≫ 

Ｑ３．今は夜が暗いので街灯があった方が良い。特に県道。 

Ｑ2．役場前のバス停のように、屋根と壁がついている待合所 
   があった方が良い。 



３．既出の意見に対する回答 

≪赤浜小の門柱（記憶の継承）≫ 

Ｑ４．小学校の門柱を現在の小学校の門あたりに残せないか。 
   主要な道路の近所の人の目につきやすいところが良い。 

≪地形変更への配慮≫ 

Ｑ５．山際の緑は防風林の機能があるので保全してほしい。 
   特に三日月山を削れば、冬場の西風が強くなるため防風林 
   が必要。 



４．地域主体の活動の必要性 

・復興事業は重要ですが、復興後には、公民館事業 
 などの地域が主体となった活動も重要です。 
 
・復興事業と並行して、地域が取り組むべき活動に 
 ついても検討を進めます。 

例えば、以下のことについては、地域が意見を出して進めることが有効 

 ①地域イベントや活動  ②高齢者の見守り ③子育て環境づくり 

 ④みんなが集まる場・コミュニティスペース ⑤移動手段の確保  

 ⑥買い物などの生活サービス ⑦働く場づくり など 


